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平 成 年
月 日

（金曜日）

（
本

日
）

六
五

（
六
基
）

三
、
三
〇
〇

備
考

「
六
五
」
と
は
、
水
質
汚

十
五
号
の
酸
又
は
ア
ル
カ
リ

住

所

東
京

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称

名

称

テ
ル
モ
山
口

所
在
地

山
口
市
佐
山

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

種
類
、
構
造
及
び
使
用

種

類

構

能

力

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部

に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称

氏
名
又
は
名
称

テ
ル

告

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
一

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可

予

定

年
月
日

予

定

年
月
日

予年
月

平
成
二
五
、

九
、
二
平
成
二
五
、

九
、
一
七
平
成
二
五

九
、
二

濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

に
よ
る
表
面
処
理
施
設
を
い
う
。

都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二
丁
目
四
四
番

及
び
所
在
地

株
式
会
社
山
口
工
場

三
番
二
二
号

時
間
間
隔
等

造

工
事
着
手

工
事
完
成

使
用
開

こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

た
書
面
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月

環
境
政
策
課
及
び
山
口
市
環
境
部

一
日

山
口

及
び
住
所

モ
山
口
株
式
会
社

示

号
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百

の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概

一

定日

間

隔
り
の
使
用

時

間
動
の
概
要

、〇
連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六

一
号

使

用

の

方

法

始

使
用
時
間
一
日
当
た
季
節
的
変

い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事

三
十
一
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
日

環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦

県
知
事

山

本

繁
太
郎

十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

前ま覧 基

告

示
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排五排

山 口

種ふ設

（定期）県 報

四ふ設排

第 号

種備
水

処

理

施

設

処
理
前

処
理
後

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

水

口

排

水
素
イ
オ
（
水

通

常

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び

類

項

目

水通

っ
硝
酸
廃
液
処
理
施

処
理
前

処
理
後

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間

種

類

構

っ
硝
酸
廃
液
処
理
施

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

製

水

処

理

施

設

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状

類

水

素

イ

オ

ン
（
水
素

通

常

最

六
五

（
六
基
）

一
・
四

考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ六

・
五

四九

八
九

七
・
五

六
・
五

八
・
五

二
〇

出
水
の
量

出

水

の

ン
濃
度

素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

）

最

大

通

常

最

大

処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態

汚

水

等

素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要

（

常

最

大

通

常

最

一
・
四

一二

八
〇

七

六九

項隔
等

造

能

力

（

日
）

ー
ト

二
〇

五
二
四

態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

汚

水

等

濃

度
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

大

通

常

最

一二

八
〇

八

い
て
準
用
す
る
。

八
九

三
二

三
二

二
〇

三
〇

三
〇

汚

染

浮

遊

物

質

量

（

）

窒

通

常

最

大

通

の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

の

汚

染

求
量）

浮

遊

物

質

量

（

）

大

通

常

最

大

通

八
〇

一
〇
〇

一
〇
〇
一

処
理
の
方
式

使

用

時

間

間

隔

凝

集

沈

殿

連

続

中
和
・
活
性
汚
泥

の

汚

染

）

浮

遊

物

質

量

（

）

大

通

常

最

大

〇

一
〇
〇

一
〇
〇

五
一
五

五
一
五

一
〇

一
〇

状

態

の

素

（

）

燐（

常

最

大

通

常

最

状

態

の

窒

素

（

）

燐

常

最

大

通

常

、七
〇
〇
一
、七
〇
〇

二一

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動

概

二

四

時

間

変

動

な

状

態

の

窒

素

（

）

通

常

最

大

通

一
、
七
〇
〇

一
、
七
〇
〇

排
出
水
の

値

）

ふ
っ
素

（

）

大

最

大

通
汚
水
等
の

値
（

）

ふ
っ
素

（

）

最

大

最

大

通

二
一
、五
〇
〇

一

八

の要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完

年

月

し

平
成
二
五
、
七
、

一

平
成
二
五八

平
成
二
五
、
六
、
二
一

値

汚
水
等

燐
（

）

常

最

大

通

二

二

五
二
四

五
二
四

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

二
〇

二
〇

成
予
定日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

、、
三
一

平
成
二
五
、
九
、

一

の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

二
〇

二
〇

二
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一
三野

第 号

１山
森

か
ら

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。

防
府
市
大
字
久
兼
字
野
ノ
下

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

周
南
市
大
字
大
潮
字
入
野
七

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

周
南
市
大
字
大
潮
字
入
野
七
九
二

一
の
一

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主

山
口
市
下
小

字
禅
昌
寺
原

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

山
口
市
下
小

字
禅
昌
寺
原
一
三

、
四
〇
八
四
の
一
、
四
〇
八
四
の

防
府
市
大
字
下
右
田
字
岳
ノ
後
一

ノ
下
二
〇
五
の
二
、
字
乙
下
滝
山

排

水

口

七
・
五

口
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号

林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

保
安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

）二
〇
五
の
二
・
字
乙
下
滝
山
四

九
三
・
字
大
百
合
野
一
六
五
一

、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め

と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す

と
お
り
と
す
る
。

、
七
九
三
、
七
九
四
の
一
、
七

伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

一
三
四
六
の
九
・
字
高
岳
原
四

山
口
県
知

四
六
の
九
、
字
高
岳
原
四
〇
八

二
、
四
〇
八
五
、
四
〇
八
六
の

の
二
三
、
一
の
三
二
、
一
の
四

四
三
六

六
・
五

八
・
五

二
〇

二

百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ

三
六
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

な
い
。

木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

る
。

九
四
の
三
、
字
大
百
合
野
一
六

〇
八
二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

事

山

本

繁
太
郎

一
の
一
、
四
〇
八
二
、
四
〇
八

一
、
四
〇
八
六
の
二

〇
、
六
の
一
四
、
大
字
久
兼
字

〇

三
〇

三
〇

規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

た
。

大

手
釣
、
竿
釣

あ

ゆ

中
学
生

下
の
者

内
共
第
五
号

三

変
更
の
内
容

遊
漁
料
の
額

魚

種

漁
具
、
漁
法

遊
漁
者

区

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

漁
規
則
の
変
更
を
次
の
と
お
り

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
住

錦
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

二

漁
業
権
の
免
許
番
号

一
〇

一
〇

一

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の

産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係
市

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
三

月
三
十
一
日
ま
で

一

年

が
公
示
す
る
日
か
ら

を
経
過
し
た
日
か
ら

月
三
十
一
日
ま
で

人

一

年

錦
川
上
流
漁
業
協
同

が
公
示
す
る
日
か
ら

間

以

一

日

錦
川
上
流
漁
業
協
同

が
公
示
す
る
日
か
ら

を
経
過
し
た
日
か
ら

の分

期

間

錦
川
上
流
漁
業
協
同

が
公
示
す
る
日
か
ら

間

一

日

錦
川
上
流
漁
業
協
同

律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十

認
可
し
た
。

一
日

山
口

所
周
南
市
大
字
鹿
野
上
三
二
〇
〇

一

八

と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

号

三
四
千
円

四
千
円

十
日
十
二

二
千
円

二
千
円

一
万
二
千
円

（
組
合
員
の
同

居
の
家
族
に

あ
っ
て
は
、
六

千
円
）

八
千
三
百
円

（
組
合
員
の
同

居
の
家
族
に

あ
っ
て
は
、
六

千
円
）

組
合
十
日

二
千
円

二
千
円

組
合
十
日
十
二

千
円

千
円

遊

漁

料

変

更

前

変

更

後

組
合
十
日

四
千
円

四
千
円

組
合

九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
知
事

山

本

繁
太
郎

の
一
三

五
二
四

五
二
四

面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林

る
。
）

遊 水



平成 年 月 日 金曜日

あいやう

山 口

魚あ

（定期）県 報

一二三

第 号

四
ゆ
、
こ

、

は

、
ふ
な

投
網

な
ぎ

籠
、
箱

石
倉

種

漁

具
、

漁

法

ゆ

竿
釣
、
た
も
網

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
住
所

椹
野
川
漁
業
協
同
組
合

山
口
市

漁
業
権
の
免
許
番
号

内
共
第
八
号

変
更
の
内
容

遊
漁
料
の
額

変 投
網
、
た
も

網

全
遊
漁
者

変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施
行
の
日

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

大

人

一

日

大

人

一

年

大

人

一

年

中
学
生
以

下
の
者

一

年

大

人

一

年

石
倉
の
数
に

五
百
円
に
加

遊
漁
者
の

区

分

期

間

遊

一

日

大

人

一

年

一

日

中
学
生
以

下
の
者

一

年

平
井
三
四
〇
の
一

更

一

日

一

年

千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
千
二
百
円

五
百
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
四
千

算
し
た
額 漁

料千
五
百
円

四
千
五
百
円

七
百
円

二
千
二
百
円

前

五
千
円

五
千
円

一
万
五
千
円

一
万
五
千
円

料
の
額
は
、
前
記
の
遊
漁
料
の

２

特
定
の
魚
種
を
特
定
の
漁
具

に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
に

り
採
捕
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

た
遊
漁
料
の
額
以
下
で
あ
る
と

３

特
定
の
魚
種
を
特
定
の
漁
具

な
ぎ
、
こ
い
、
は
や
又
は
ふ
な

除
く
。
）
に
よ
り
採
捕
す
る
た

一
の
期
間
に
お
い
て
新
た
に
他

す
る
場
合
（
あ
ゆ
、
こ
い
、
は

ま

す

竿
釣

備
考

小
学
生
以
下
の
者
は
手
釣
又

て
は
当
該
遊
漁
料
の
額
の
五
割

か
つ
、
投
込
み
釣
を

く
。
）
、
竿
釣
（
リ

を
使
用
す
る
も
の
を

く
。
）

か

に

籠
、
箱

手
釣
（
う
な
ぎ
に
限

か
つ
、
投
込
み
釣
に

る
。
）
、
竿
釣
（
リ

を
使
用
す
る
も
の
に

る
。
）
、
た
も
網

う
な
ぎ
、

こ
い
、
は

や
、
ふ
な

手
釣
（
う
な
ぎ
に
限

額
か
ら
既
に
納
付
し
た
遊
漁
料
の
額

又
は
漁
法
に
よ
り
採
捕
す
る
た
め
に

お
い
て
新
た
に
他
の
魚
種
を
採
捕
し

お
い
て
、
新
た
に
行
お
う
と
す
る
遊

き
は
、
遊
漁
料
の
納
付
を
要
し
な
い

又
は
漁
法
に
よ
り
採
捕
す
る
た
め
に

を
手
釣
（
投
込
み
釣
を
除
く
。
）
又

め
に
遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
を
除
く

の
魚
種
を
採
捕
し
、
又
は
他
の
漁
具

や
又
は
ふ
な
を
投
網
に
よ
り
採
捕
し

一

日

大

人

一

年

中
学
生

一

日

一

年

は
竿
釣
に
限
り
無
料
と
し
、
肢
体
不

に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

除
ー
ル除

一

日

中
学
生

一

年

大

人

一

年

中
学
生
以

下
の
者

一

年

一

年

り
、限

ー
ル限

一

日

中
学
生
以

下
の
者

一

年

一

日

大

人

一

年

り
、

を
控
除
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
に

遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
が
、
当
該
納
付

、
又
は
他
の
漁
具
若
し
く
は
漁
法
に
よ

漁
に
係
る
遊
漁
料
の
額
が
既
に
納
付
し

。一
年
分
の
遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
（
う

は
竿
釣
（
リ
ー
ル
を
使
用
す
る
も
の
を

。
）
が
、
当
該
納
付
に
係
る
期
間
と
同

若
し
く
は
漁
法
に
よ
り
採
捕
し
よ
う
と

よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
遊
漁

千
五
百

四
千
五
百

七
百

二
千
二
百

自
由
者
の
遊
漁
料
の
額
は
年
券
に
つ
い

五
百

千
五
百

六
千

三
千

四
千
五
百

七
百

二
千
二
百

五
百

三
千

四

円円円円 円円円円 円円円円円



平成 年 月 日 金曜日

うこや

山 口 県

う

（定期）報

ああいや

第 号

魚

を
使
用
す
る
も
の
に
限

る
。
）
、
た
も
網

な
ぎ
、

い
、
は

、
ふ
な

手
釣
（
う
な
ぎ
に
限
り
、

か
つ
、
投
込
み
釣
を
除

く
。
）
、
竿
釣
（
リ
ー
ル

を
使
用
す
る
も
の
を
除

く
。
）

な
ぎ

籠
、
箱

石
倉

手
釣
（
う
な
ぎ
に
限
り
、

か
つ
、
投
込
み
釣
に
限

る
。
）
、
竿
釣
（
リ
ー
ル

ゆ

竿
釣
、
た
も
網

ゆ
、
こ

、

は

、
ふ
な

投
網

満
た
な
い
場
合
に
は
、
零
）
と
す
る

変
種

漁

具
、

漁

法

中
学
生

一

年

一

日

中
学
生
以

下
の
者

一

年

一

日

大

人

一

年

一

日

大

人

一

年

中
学
生
以

下
の
者

一

年

大

人

一

年

石
倉
の
数
に

五
百
円
に
加

一

日

大

人

一

年

大

人

一

年

一

日

中
学
生
以

下
の
者

一

年

大

人

一

年

。

更

遊
漁
者
の

区

分

期

間

遊

一

日

千
五
百
円

七
百
円

二
千
二
百
円

五
百
円

三
千
円

五
百
円

六
千
円

三
千
円

五
百
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
四
千

算
し
た
額

千
五
百
円

四
千
五
百
円

四
千
五
百
円

七
百
円

二
千
二
百
円

七
千
五
百
円

後

漁

料千
五
百
円

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

四

変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
四

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し

そ
の
関
係
図
面
は
、
周
南
土

り
採
捕
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
係
る
遊
漁
料
の
額
が
既
に
納

３

特
定
の
魚
種
を
特
定
の
漁
具

な
ぎ
、
こ
い
、
は
や
又
は
ふ
な

除
く
。
）
に
よ
り
採
捕
す
る
た

一
の
期
間
に
お
い
て
新
た
に
う

若
し
く
は
箱
に
よ
り
採
捕
し
よ

五
百
円
、
中
学
生
以
下
の
者
は

備

考
１

小
学
生
以
下
の
者
は
手
釣
又

て
は
当
該
遊
漁
料
の
額
の
五
割

２

特
定
の
魚
種
を
特
定
の
漁
具

に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
に

か

に

籠
、
箱

ま

す

竿
釣

一
日

山
口

行
の
日

号
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二

た
。

木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦

（
３
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に

付
し
た
遊
漁
料
の
額
以
下
で
あ
る
と

又
は
漁
法
に
よ
り
採
捕
す
る
た
め
に

を
手
釣
（
投
込
み
釣
を
除
く
。
）
又

め
に
遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
を
除
く

な
ぎ
を
籠
若
し
く
は
箱
に
よ
り
、
う

う
と
す
る
場
合
の
遊
漁
料
の
額
は
、

二
千
二
百
円
を
控
除
し
た
金
額
と
す

一

日

中
学
生

一

年

は
竿
釣
に
限
り
無
料
と
し
、
肢
体
不

に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

又
は
漁
法
に
よ
り
採
捕
す
る
た
め
に

お
い
て
新
た
に
他
の
魚
種
を
採
捕
し

大

人

一

年

中
学
生
以

下
の
者

一

年

一

日

大

人

一

年

五

県
知
事

山

本

繁
太
郎

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道

覧
に
供
す
る
。

お
い
て
、
新
た
に
行
お
う
と
す
る
遊
漁

き
は
、
遊
漁
料
の
納
付
を
要
し
な
い
。

一
年
分
の
遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
（
う

は
竿
釣
（
リ
ー
ル
を
使
用
す
る
も
の
を

。
）
が
、
当
該
納
付
に
係
る
期
間
と
同

な
ぎ
を
石
倉
に
よ
り
、
又
は
か
に
を
籠

前
記
の
遊
漁
料
の
額
か
ら
大
人
は
四
千

る
。

七
百

二
千
二
百

自
由
者
の
遊
漁
料
の
額
は
年
券
に
つ
い

遊
漁
料
を
納
付
し
た
者
が
、
当
該
納
付

、
又
は
他
の
漁
具
若
し
く
は
漁
法
に
よ

六
千

三
千

千
五
百

四
千
五
百

路 円円 円円円円



平

書
及

成 年 月 日 金曜日

る
（
一特

と
お変

山 口

一二三

（定期）県 報

（
一特

り
特同

月
二

に
供

第 号

下

び
活
動
予
算
書
は
、
平
成
二
十
五

長
門
市
油
谷
地
域
に
居
住
す
る
住

事
業
を
行
い
、
長
門
市
油
谷
地
域

五
九
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款

更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

名

称

む

代

表

者

の

氏

名

嶋

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

長

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

五
八
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認

項
第
一
号
、
第
二
号
イ
、
第
五
号

日
ま
で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活

し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

地

名

及

び

松
市
瑞
穂
町
三
丁
目
六
〇
四
の
四

公

年
七
月
十
六
日
ま
で
の
間
、
山

民
に
対
し
て
、
地
域
福
祉
及
び

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
。

定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請

年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条

の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
り

変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

山
口
県
知

人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

か
つ
く

田
日
直
男

門
市
油
谷
向
津
具
上
九
五
八
番

設
立
の
認
証
の
申
請

年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一

証
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ

部
県
民
生
活
課
及
び
山
口
県
萩

番

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
〇

告

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
に
関
す

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

ま
し
た
。

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画

事

山

本

繁
太
郎

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

地
の
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

る
書
類
は
、
平
成
二
十
五
年
七

県
民
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

指
定
年
月
日

三
八
・
八
平
成
二
五
、

五
、
一
五

八
八
七
九
三

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二

産
大
臣
か
ら
次
の
家
畜
に
つ
き

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

種
畜
証
明
書

番
号

名

一
一
二
三
二
五
竜
吉

一

計
画
の
内
容

縦
覧
に
供
す
る
山
口
県
保

二

縦
覧
の
場
所

山
口
県
健
康
福
祉
部
地
域

（
一
六
一
）
家
畜
改
良
増
殖
法

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

（
一
六
〇
）
山
口
県
保
健
医
療

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

り
山
口
県
保
健
医
療
計
画
を
定

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

及
び
山
口
県
宇
部
県
民
局
に
お

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
五
月
十
三

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利

名

称

三
、

十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
八

、
種
畜
証
明
書
を
書
換
交
付
し
た

一
日

山
口

前

品

種

生
年
月
日

そ
の
他
平
成
二
〇

山
口

健
医
療
計
画
書
の
と
お
り

医
療
推
進
室
及
び
各
保
健
所

の
規
定
に
基
づ
く
種
畜
証
明
書
を

伊

司

宇
部
市
西
琴
芝
二
丁
目
一
五

計
画
の
決
定

律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四

め
ま
し
た
。

一
日

い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

一
日

山
口

日活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人
野
球

五

術
セ
ン
タ
ー

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
林

旨
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

県
知
事

山

本

繁
太
郎

産

地

検
査

成
績

飼
養
者
の
住
所
及

び
氏
名
又
は
名
称

、
山
口
県
級
外
美
祢
市
伊
佐
町
河

山
口
県
農
林
総
合

県
知
事

山

本

繁
太
郎

書
換
交
付
し
た
旨
の
通
報

番
二
二
号

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

県
知
事

山

本

繁
太
郎

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

を
育
む
会

う
べ 六

水原技 お

公

告



平成

都
市

た
の

ま
す

年 月 日 金曜日

二三（
一岩

山 口 県

（
一測

国
土

一

（定期）報

一二三

第 号

（
一測

国
土

計
画
地
区
計
画
の
決
定
に
係
る
同

で
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規

。 作
業
の
地
域

山
口
県
全
域

作
業
の
期
間

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か

六
四
）
岩
国
都
市
計
画
地
区
計
画

国
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四

六
三
）
基
本
測
量
の
実
施
の
終
了

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
一
等
磁
気
測
量
）

作
業
の
地
域

萩
市

作
業
の
期
間

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日
か
ら
平

六
二
）
基
本
測
量
の
実
施

量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写

ら
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九

の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の

十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十

八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項

測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨
の

山
口
県
知

（
地
図
情
報
）
修
正
測
量
）

成
二
十
六
年
三
月
十
四
日
ま
で

八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項

測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

山
口
県
知

る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ

し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し

日
ま
で

縦
覧

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岩
国

の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

事

山

本

繁
太
郎

の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

あ
り
ま
し
た
。

事

山

本

繁
太
郎

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名

土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

二

落
札
に
係
る
特
定
役
務
の

周
南
流
域
下
水
道
浄
化
セ

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名

岩
国
都
市
計
画
地
区
計
画

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市

（
一
六
六
）
契
約
の
締
結

（
一
六
五
）
岩
国
都
市
計
画
地

和
木
町
か
ら
都
市
計
画
法
（

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規

一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名

岩
国
都
市
計
画
地
区
計
画

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市

の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま

一
日

山
口

称
及
び
所
在
地

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

名
称
及
び
数
量

ン
タ
ー
脱
水
汚
泥
の
運
搬
及
び
処

た
手
続

山
口

称蜂
ヶ
峯
地
区
地
区
計
画

の
縦
覧
場
所

計
画
課

区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

定
に
よ
る
岩
国
都
市
計
画
地
区
計

の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し

一
日

一
日

山
口

称平
田
五
丁
目
地
区
地
区
計
画

の
縦
覧
場
所

計
画
課

七

し
た
。

県
知
事

山

本

繁
太
郎

分
業
務

一
式

県
知
事

山

本

繁
太
郎

し
の
縦
覧

二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

画
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条

二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す

県
知
事

山

本

繁
太
郎

す第す。



平成 年 月 日 金曜日

第
十
三こ

山 口

山
公

よ
う

（定期）県 報 第 号

五六七八

十
四
条
第
二
項
中
「
第
百
四
十
三

条
（
文
書
図
画
の
掲
示
）
第
一
項

附

則

の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月

選
挙
管
理

口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

職
選
挙
法
施
行
規
程
（
昭
和
四
十

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

山
本
繁
太
郎

調
達
方
法

購
入
等

落
札
方
式

最
低
価
格

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

落
札
者
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る

山
陽
三
共
有
機
株
式
会
社

下
松

落
札
金
額

一
ト
ン
当
た
り
一
万
四
千
七
百
円

入
札
公
告
日

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

そ
の
他

条
（
文
書
図
画
の
掲
示
）
第
一

第
四
号
の
三
」
に
改
め
る
。

三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
会

第
七
十
一
号

四
年
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

事
務
所
の
所
在
地

市
葉
山
一
丁
目
八
一
九
番
一
四

項
第
四
号
の
二
」
を
「
第
百
四

告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

長

中

村

正

昭

イ

警
備
員
等
の
検
定
等

館
）講

習
を
行
う
警
備
業
務

法
第
二
条
第
一
項
第
一

受
講
者
の
定
員

三
十

二

講
習
対
象
者

新
規
取
得
講
習

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

ア

最
近
五
年
間
に
第
一

平
成
二
十
五
年
七
月

曜
日
を
除
く
。
）
の
午

午
前
九
時
か
ら
午
後
六

イ

追
加
取
得
講
習
（
講

以
下
同
じ
。
）

平
成
二
十
五
年
七
月

五
時
三
十
分
ま
で
並
び

場
所

山
口
市
湯
田
温

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所
、

日
時

ア

新
規
取
得
講
習
（
法

員
指
導
教
育
責
任
者
及

八
年
国
家
公
安
委
員
会

備
員
指
導
教
育
責
任
者

と
い
う
。
）
の
交
付
を

公

安

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年

一
号
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国

の
区
分

号
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
第

人す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が

四
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
十
日

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま

時
二
十
分
ま
で

習
規
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

九
日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
十
日

に
同
月
十
一
日
（
木
曜
日
）
の
午

泉
五
丁
目
一
番
一
号

カ
リ
エ
ン

講
習
を
行
う
警
備
業
務
の
区
分
並

第
二
十
二
条
第
二
項
の
警
備
員
指

び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る

規
則
第
二
号
。
以
下
「
講
習
規
則

講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
警
備

受
け
て
い
な
い
者
に
対
し
て
行
う

委

員

会

二
十
六
号

法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」

者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る

一
日

家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。

一
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
者

（
水
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日
及
び

で
及
び
同
月
十
一
日
（
木
曜
日
）

る
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
い
う

（
水
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま

テ
山
口
（
山
口
県
婦
人
教
育
文
化

山
口
県
公
安
委
員
会

び
に
受
講
者
の
定
員

導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警

講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五

」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の

員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項

。

八

以 土の。後で会 備十警」 第

選
挙
管
理
委
員
会

公

安

委

員

会



平成 年 月 日 金曜日

六

山 口 県

三
は

四五

（定期）報 第 号

則
第
八
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び

写
真
（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

た
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
半
身
像

提
出
書
類

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習

二
の

の
ア
に
該
当
す
る
者
に

業
務
の
従
事
期
間
に
関
す
る
証
明

二
の

の
イ
に
該
当
す
る
者
に
あ

ウ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
二

従
事
証
明
書
、
二
の

の
エ
に
該

条
の
合
格
証
の
写
し
、
二
の

の

受
講
申
込
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
五
年
六
月
十
日
（
月
曜

た
だ
し
、
受
付
期
間
内
で
あ
っ

、
受
付
を
締
め
切
る
も
の
と
す
る

受
講
申
込
書
の
提
出
先

山
口
県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署

受
講
申
込
書
の
提
出
方
法

受
講
申
込
書
は
、
持
参
し
て
提
出

六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規

項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定

オ

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項

限
る
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員

第
一
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て

追
加
取
得
講
習

第
一
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て

下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）

も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第

い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い

ウ

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以

エ

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規

第
一
号
警
備
業
務
従
事
証
明
書

、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し

及
び
無
背
景
の
も
の
と
す
る
。

受
講
申
込
書
（
講
習
規
則
別
記

あ
っ
て
は
履
歴
書
及
び
警
備
業

書
（
以
下
「
第
一
号
警
備
業
務

っ
て
は
一
級
の
検
定
に
係
る
合

級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書

当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
一
級
の

オ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は

日
）
か
ら
同
月
十
四
日
（
金
曜

て
も
、
申
込
者
の
人
数
が
受
講
者

。す
る
も
の
と
し
、
郵
便
に
よ
る

則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規

（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の

に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
第

で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格

い
る
も
の

業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
員
指

、
か
つ
、

の
ア
か
ら
オ
ま
で

第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検

二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明

る
者

る
二
級
の
検
定
（
第
一
号
警
備

受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て

上
第
一
号
警
備
業
務
に
従
事
し

定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等

、
申
込
前
六
月
以
内
に
撮
影
し

） 様
式
第
一
号
に
よ
る
こ
と
。
）

者
等
が
発
行
す
る
第
一
号
警
備

従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
、

格
証
明
書
の
写
し
、
二
の

の

の
写
し
及
び
第
一
号
警
備
業
務

検
定
に
係
る
旧
検
定
規
則
第
八

二
級
の
検
定
に
係
る
旧
検
定
規

日
）
ま
で

の
定
員
の
数
に
達
し
た
と
き

も
の
は
、
受
け
付
け
な
い
。

則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者

一
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上

導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
の

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

定
（
第
一
号
警
備
業
務
に
係
る

書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と

業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を

て
い
る
も
の

の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

講
習
は
、
山
口
市
宮
島
町

す
る
。

九

そ
の
他

こ
の
講
習
に
つ
い
て
の
問

察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安

便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同

警
備
員
指
導
教
育
責
任

除
く
。
）

七

受
講
手
数
料

新
規
取
得
講
習
を
受
講
し

よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は

白
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収

八

講
習
の
実
施
の
委
託

五
番
一
三
号

一
般
社
団
法
人
山

合
せ
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
又
は

全
企
画
課
（
電
話
〇
八
三

九
三

、
往
復
は
が
き
を
使
用
す
る
か
、

封
の
上
す
る
こ
と
。

者
資
格
者
証
等
の
写
し
（
新
規
取

よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
四
万

二
万
三
千
円
に
相
当
す
る
山
口
県

入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ

九

口
県
警
備
業
協
会
に
委
託
し
て
実

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県

三

〇
一
一
〇
）
に
す
る
こ
と
。

又
は
八
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

得
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者

七
千
円
、
追
加
取
得
講
習
を
受
講

収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
下
部

と
。

施警郵宛 をし余



平
成
二

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
印
刷

十
五
年
五
月
三
十
一
日
発
行

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県
県

庁
知
事


